Luohandong 羅漢洞 in Mt. Songshan 嵩山 for Wang Wei 王維 -Whereabouts of \u27shendong\u27 深洞 of \u27Shendong changsong hesuoyou\u27 「深洞長松何所有」- by 内田 誠一
一
、
序
こ
れ
ま
で
筆
は
、
河
南
省
登
封
市
の
嵩
岳
寺
に
殘
る
「
蕭
和
靈
銘
」
に
關
し
て
究
し
、
口
頭
發
表
と
論
文
發
表
を
持
續
に
行
な
っ
て
き
た
。
「
靈
銘
」
の
側
に
は
、
王
維
が
乘
如
禪
師
と
そ
の
俗
兄
の
蕭
居
士
に
寄
せ
た
詩
が
刻
さ
れ
て
い
る
。
該
詩
の
尾
聯
に
關
し
て
は
「
有
儼
然
天
竺
古
先
生
」
の
八
字
を
殘
す
の
み
で
あ
る
が
、
靜
嘉
堂
宋
本
や
宋
蜀
刻
本
を
初
め
と
す
る
版
本
で
は
「
深
洞
長
松
何
	有
、
儼
然
天
竺
古
先
生
」
に
作
る
。
二
〇
〇
八
年
、
本
誌
第
二
十
七
集
に
發
表
し
た
拙
論
「
王
維
の
乘
如
禪
師
に
寄
せ
た
詩
と
そ
の

邊
（
下
）」
で
は
、「
深
洞
長
松
」
を
蕭
居
士
の
修
行
の
場
、「
天
竺
古
先
生
」
を
佛
二
に
じ
た
蕭
居
士
そ
の
人
、
と
そ
れ
ぞ
れ
解
釋
し
た
。
と
こ
ろ
で
、
そ
の
蕭
居
士
の
修
行
し
た
「
深
洞
」
と
は
、
一
體
ど
こ
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
深
洞
」
の
	在
に
つ
い
て
は
、
九
〇
年
代
に
嵩
岳
寺
を
査
し
た
時
か
ら
氣
に
な
っ
て
い
た
。
當
時
は
、
嵩
岳
寺
の
す
ぐ
く
に
あ
る
も
の
と
考
え
て
い
た
が
、
「
深
洞
」
に
關
す
る

査
の
絲
口
が
見
つ
か
ら
な
い
ま
ま
、
沙
汰
止
み
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
數
年
に
『
嵩
岳
文
獻
叢
刊
（
１
）』
を
入
手
し
て
讀
む
う
ち
に
、
「
羅
洞
」
と
い
う
洞
窟
が
嵩
岳
寺
の
邊
に
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。『
嵩
書
（
２
）』
卷
二
の
「
洞
」
の
「
羅
洞
」
の
條
に
は
こ
う
あ
る
。
羅
洞
在
太
室
南
麓
、
嵩
嶽
寺
後
重
巖
之
下
。
洞
中
斜
行
五
六
里
、
上
山
頂
。
時
有
蜀
法
相
（
３
）、
曽
於
其
地
見
竹
林
寺
示
現
、
有
五
百

顯
形
。
詳
載
「
靈
篇
」
。
金
元
時
、
洞
有
宇
金
像
、
常
放
光
示
。
備
載
斷
碣
中
、
不
能
盡

（
羅
洞
は
太
室
南
麓
、
嵩
岳
寺
の
後
ろ
の
重
巖
の
下
に
在
り
。
洞
中
王
維
と
嵩
山
羅
洞
「
深
洞
長
松
何
	有
」
の
「
深
洞
」
の
	在
に
つ
い
て

田

一

ほ
ぼ
斜
行
す
る
こ
と
五
六
里
、
上
は
山
頂
に
ず
。
時
蜀
の
法
相
有
り
て
、
曽
て
其
の
地
に
竹
林
寺
の
示
現
す
る
を
見
、
五
百

の
形
を
顯
は
す
有
り
。
詳
し
く
「
靈
	篇
」
に
載
す
。
金
元
の
時
、
洞

に
宇
の
金
像
有
り
て
、

し
ば
し
ば
常
に
光
を
放
ち
を
示
す
。
斷
碣
の
中
に
備
載
す
る
も
、
盡
こ
と
ご
とく
は
ぶ
る
能
は
ず
。）
俗
弟
乘
如
禪
師
と
と
も
に
嵩
岳
寺
の
庵
室
に
居
し
た
と
思
わ
れ
る
蕭
居
士
。
そ
の
修
行
の
場
で
あ
る
洞
窟
と
な
れ
ば
、
嵩
岳
寺
の
邊
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
で
は
、
「
嵩
岳
寺
の
後
ろ
の
重
巖
の
下
に
在
り
」
と
あ
る
嵩
山
の
羅
洞
は
、
蕭
居
士
の
修
行
の
場
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
に
些
か
考
證
を
試
み
た
い
。
二
、
羅
洞
の
現

二
〇
〇
九
年
三
、
初
め
て
「
深
洞
」
の
在
を
實
地
査
に
よ
っ
て
探
る
機
會
を
得
た
。
羅
洞
へ
は
嵩
岳
寺
よ
り
山
を
登
っ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
嵩
陽
景
管
理
局
長
の
李
慶
氏
が
中
の
三
庵
ま
で
同
し
て
く
れ
る
と
言
う
。
山
を
三
十
分
ほ
ど
く
と
、
三
庵
に
い
た
。
そ
の
昔
、
竹
林
寺
の
あ
っ
た
場
で
あ
る
。
新
し
い
佛
殿
が
あ
り
、
そ
の
す
ぐ
側
に
七
の
磚
が
建
っ
て
い
た
（
圖
１
）。
禪
宗
の
三


の
も
の
か
と
思
っ
た
が
っ
て
い
た
。
金
の
元
光
二
年
（
１
２
２
３
）
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
「
無
 興
公
」
の
靈
と
い
う
。
管
理
人
が
鷄
を
!っ
て
い
て
、
鳴
き
聲
が
山
に
"い
て
い
る
。
李
慶
氏
が
山
を
下
り
、
こ
こ
か
ら
は
#
$
ガ
イ
ドの
張
東
昇
氏
と
山
を
登
る
。
き
に
く
い
山
で
あ
っ
た
。
特
に
洞
窟
く
は
、
石
が
ご
ろ
ご
ろ
し
た
險
し
い
坂
で
、
洞
窟
の
手

で
は
、
兩
手
を
使
っ
て
よ
じ
登
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
付
の
農
民
が
小
%い
稼
ぎ
の
た
め
に
洞
窟
&に
水
晶
を
'掘
に
來
る
と
の
こ
と
。
そ
の
と
き
洞
窟
&か
ら
水
晶
以
外
の
石
を
外
に
放
り
投
げ
る
ら
し
い
。
理
で
夥
し
い
石
こ
ろ
が
散
ら
ば
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
慣
れ
な
い
山
で
あ
っ
た
の
で
、
三
庵
か
ら
一
時
(
)も
か
か
っ
た
。
現
地
の
人
で
あ
れ
ば
一
時
(も
か
か
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
洞
窟
は
確
か
に
積
み
重
な
っ
た
*大
な
巖
石
の
下
に
あ
っ
た
（
圖
２
）。
洞
口
は
、
鈍
角
三
角
形
の
形
を
し
て
お
り
、
洞
窟
&は
結
+廣
い
（
圖
３
）。
右
手
に
二
つ
穴
が
あ
り
、
人
が
や
っ
と
潛
っ
て
れ
る
ほ
ど
の
も
の
。
水
晶
を
'掘
す
る
農
民
は
こ
の
穴
に
潛
る
と
見
え
る
。
洞
窟
の
奧
に
も
穴
が
あ
る
。
穴
の
奧
か
ら
光
り
が
う
っ
す
ら
と
漏
れ
て
い
る
の
が
見
え
る
が
、
穴
の
入
口
は
眞
闇
で
危
險
な
の
で
、
そ
こ
か
ら
先
へ
は
,め
な
か
っ
た
。


-の
『
嵩
書
』
の
「
羅
洞
」
の
條
に
は
「
上
は
山
頂
に
ず
」
と
あ
る
の
で
、
こ
の
が
頂
上
ま
で
續
い
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
ま
こ
と
に
奧
深
い
洞
窟
で
あ
る
。
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年
集
さ
れ
た
『
嵩
山
志
（
４
）』
の
「
羅
幽
洞
」
の
條
に
は
こ
う
あ
る
。
洞
窟
の
下
か
ら
く
な
い
に
竹
林
寺
が
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
洞
窟
に
、
の
	な
る
五
百
羅
の
鐵
像
を
置
い
た
。
竹
林
寺
が
後
に
壞
さ
れ
る
と
、
洞
の
羅
像
も
な
く
な
り
、


や
雜
樹
が
蔓
っ
て
し
ま
っ
た
。
現
在
洞
は
何
も
見
る
も
の
は
な
く
、
た
だ
群
れ
を
し
た
大
き
な
コ
ウ
モ
リ
が
、
え
ず
飛
び
啼
い
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
（
田
譯
）
こ
の
竹
林
寺
と
は
、

し
た
よ
う
に
現
在
の
三
庵
の
こ
と
。
代
の
『
嵩
岳
志
（
５
）』
卷
上
に
「
曰
竹
林
、
法
王
寺
西
北
五
里
。
一
曰
三

庵
（
竹
林
と
曰
ふ
は
、
法
王
寺
の
西
北
五
里
。
一
に
三
庵
と
曰
ふ
）。
」
と
あ
る
。
そ
の
竹
林
寺
か
ら
更
に
山
を
上
っ
た
と
こ
ろ
に
洞
窟
が
あ
る
が
、
そ
こ
に
五
百
羅
を
置
い
た
こ
と
か
ら
「
羅
洞
」
の
名
が
つ
い
た
よ
う
で
あ
る
。
現
在
、
洞
窟
で
は
コ
ウ
モ
リ
が
群
れ
を
し
て
い
る
ら
し
い
が
、
査
に
出
向
い
た
三
は
ま
だ
眠
期
で
あ
る
た
め
、
そ
の
を
見
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
三
、
羅
洞
に
ま
つ
わ
る
變
譚
こ
の
羅
洞
に
つ
い
て
は
、
「
中
天
嵩
嶽
寺
常
院
新
修
感
應
竹
林
寺
五
百
阿
羅
洞
記
」
（
以
下
「
羅
洞
記
」
）
と
い
う
文
に
そ
の
變
譚
や
奇
跡
譚
が
記
さ
れ
て
い
る
。
文
は
『
嵩
陽
石
刻
集
記
（
６
）』
卷
下
に
據
る
。
な
お
、
□
は
缺
字
。
西
京
永
縣
熊
耳
山
空
相
寺
持
傳
法
吉
大
師
賜
紫
釋
有
挺
撰
、
奉
議
知
永
安
縣
事
王
書
。
原
夫
大
法
界
中
、
支
東
震
旦
大
國
宋
壽
山
、
得
其
最
高
 妙
!、
惟
中
嶽
嵩
山
、
卓
然
聳
"

雲
之
表
。
林
巒
□
秀
、
四
季
嘉
木
岑
崟
。
羣
山
趨
揖
、
長
時
	
#芬
$。
玉
鏡
珍
寶
、
輝
然
是
處
光
明
、
巖
洞
泉
源
、
流
千
古
澄
%。
谷
風
松
韻
、
時
呼
&
'之
聲
、
瑞
氣
雲
、
晝
(千
)之
境
。
是
國
家
稟
佛
戒
、
*
中
天
玉
+崇

,領
-之
地
、
宮
廟
之
也
。
是
山
之
中
、
有
竹
林
寺
。
何
知
之
乎
。
古
傳
記
云
、
.蜀
/法
0來
1是
山
、
長
安

稠
桑
店
逢
一
梵
/持
盂
2錫
。
問
曰
、「
上
人
胡
來
而
欲
何
3」。
曰
、「
雲
1嵩
嶽
景
」。
曰
、「
可
附
一
書
與
竹
林
寺
堂
中
上
座
」。
曰
、
「
我
久
聞
、
彼
刹
是
寺
羅

居
。
嘗
憾
未
聞
其
因
。
可
願
佇
聽
高
論
開
發
去
」。
曰
、「
上
人
豈
不
聞
吾
佛
當
年
靈
山
會
王
維
と
嵩
山
羅
漢
洞
（
田
）
47
上
以
正
法
眼
分
付
大
迦
傳
流
布
、
授
記
付
囑
大
國

賢
臣
、
興
崇
外
、
無
令
斷
。
敕
	大
菩
薩
天
龍
八
部
一
切

祇
保
衞
國
界
。
敕
五
百
大
阿
羅
、
不
得
入
滅
、
長
在
人
。
天
上
赴
供
、
爲
大
田
。
今
	

將
	眷
屬
止
其
中
。
是
寺
隨
機
或
隱
或
現
、
熟
嘗
見
」
。
曰
、
「
今
日
得
聞
未
聞
」
。
接
書
分
衞
而
行
。
法
來
至
嵩
、
問
人
曰
、「
竹
林
寺
何
是
」。
答
曰
、
但
去
到
嵩
嶽
寺
、
入
石
三
門
、
登
逍
遙
臺
之
、
山
腹
是
也
」。
來
至
嶽
寺
、
入
三
門
、
常
院
禮
衆
、
安
衣
盂
畢
、
問
曰
、
「
竹
林
寺
門
從
何
處
入
」。
曰
、「
我
等
嘗
聞
是
寺
、
未
曽
得
見
。
但
山
腹
三
洞
深
邃
無
窮
、
有
信
士
沿
巖
登
險
」
。
□
幸
雖
得
入
寺
瞻
、
又
隨
	

赴
釋
齋
、
因
得
三
銖
絹
、
心
生
愛
、
不
覺
身
巖
、
境
失
矣
。
時
耆
年
曰
、
「
人

天
上
、
榮
顯
富
貴
、
眞
奇
物
、
積
之
山
嶽
。
 非
是
大
!菩
薩
"正
見
、
曉
#明
了
、
應
利
生
、
授
用
自
在
、
心
常
離
欲
、
示
現
貪
染
愛
$。
心
圓
梵
行
、
示
現
有
	□
患
。
心
常
%淨
、
示
現
隨
&生
死
。
心
行
佛
行
、
示
現
'順
境
界
。
心
無
取
證
、
深
悟
禪
理
妙
(。
或
不
如
然
、
則
爲
少
分
)幻
境
物
耽
染
、
愛
恃
之
、
*醉
漂
蕩
、
生
死
三
界
流
轉
、
更
□
少
暇
。
+光
自
照
、
究
乎
眞
實
妙
(、
大
患
爲
障
、
莫
,此
也
。
汝
今
爲
出
家
上
人
。
同
寺
	

授
天
供
-、
事
非
小
。
何
故
未
除
流
俗
愛
物
心
。
非
唯
竊
.圓
頂
犯
戒
律
章
條
重
、
亦
乃
自
昧
眞
心
妙
(、
/吾
門
何
多
乎
。
今
此
天
絹
亦
非
汝
用
之
物
、
當
獻
至
。
頗
爲
佳
矣
」
。
法

"表
0、
時
明
皇
在
位
、
恩
撫
問
、
倍
加
宣
賜
。
爾
後
、
巖
洞
境
光
明
、
至
今
求
應
現
愈
多
。
院
崇
政
、
誘
掖
檀
信
施
財
、
1土
木
等
、
欲
依
山
上
洞
樣
建
2一
。
斤
斧
才
興
、
感
五
羅
詣
3州
廬
氏
縣
4氏
家
、
託
)家
長
曰
、
「
嵩
嶽
寺
今
2
羅
洞
。
汝
家
當
鑄
鐵
像
五
百
身
」
。
4氏
)覺
、
令
人
至
寺
、
果
見
興
工
2洞
。
5報
4氏
、
樂
然
鑄
施
五
百
余
。
像
6、
隨
喜
信
士
之
家
、
願
各
以
香
7幡
蓋
、
依
8經
從
9接
:至
洞
完
像
。
到
奉
安
之
8、
陳
蔡
二
善
友
、
挈
袈
裟
五
百
余
條
至
、
披
掛
像
身
、
應
量
齊
等
。
于
是
、
四
方
崇
信
、
一
至
春
首
、
香
7供
:、
駕
;
隘
(。
然
燈
燒
燭
、
盤
9品
饌
、
供
-
<
=、
得
其
感
應
。
燈
未
點
之
、
火
光
自
然
。
齋
>
香
、
像
先
現
。
是
洞
今
有
三
經

7
?
@三
洞
、
香
7供
獻
。
施
齊
陳
A之
感
應
、
三
處
倶
有
。
夫
境
無
邊
、
順
機
各
無
欺
。
縱
目
可
、
有
昧
觸
B莫
見
。
名
山
太
室
、
佛
刹
隱
現
其
中
。
凡
交
參
、
晝
夕
C來
無
。
登
臨
香
火
、
D口
一
稱
A斯
境
光
明
。
蓋
今
日
之
E時
、
一
人

F
感
之
至
G。
伏
願
壽
無
疆
、
金
枝
玉
永
H、

(佛
(
同
興
、
金
輪
法
輪
竝
轉
、
親
白
仙
族
同
固
盤
。
維
文
武
賢
臣
、
皆
存
忠
烈
、
風
I雨
順
、
軍
民
康
安
、
四
J晏
%、
D邦
K
.、
羣
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
八
集
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生
遂
性
、
三
長
。
知
洞
悟
言
、
丐
記
傳
於
金
石
、
永
久
無
。
有
挺
因
普
爲
缺
正
見
佛
行
、
執
有
生
死
輪
轉
、
不
了
根
本
淨
、
修
圓
之
。
仍
集
佛
眼
目
、
以
禪
宗
中
妙
旨
、
	作
明
證
。
俾
令
一
切
悟
明
了

、
根
本
淨
、
足
正
見
佛
行
、
修
證
大
菩
提
。
斯
曽
是
寺
白
菴
、
將
乎
十
年
。
時
親
瞻
覩
境
光
明
殊
。
不
思
議
事
、
非
筆
舌
可
窮
。
今
固
敢
略
一
二
以
塞
其
命
。
頌
曰
、
「
天
下
名
山
孰
後
先
、
嵩
高

混
元
。
凡
共
聚

分
別
、
廟
刹
相
依
亦
混
然
。
蓬
島
三
山
根
不
固
、
胥
一
境
非
堅
。
寶
光
玉

雲
、
春
色
峯
巒
戴
曉
天
。
幾
栢
倒
生
垂
洞
谷
、
千
松
偃
蓋
巖
巓
。
登
臨
香
火
心
同
願
、
上
今
皇

年
。
宋
崇
元
年
壬
午
十
初
十
日
、
中
天
嵩
嶽
寺
常
院


持
 崇
政
、
院
!
 法
應
、
知
洞
 悟
言
、
知
庫
 悟

、
同
勾
當
修
"
 □
用
、
信
弟
子
焦
泰
施
財
刊
字
。
劉
友
諒
刻
。
山
野

法
王
、
嘗
#嵩
岳
寺
見
此
$。
經
兵
革
火
燒
毀
壞
、
弃
於
荊
棘
之
中
。
#人
見
呵
嘘
、
%以
辨
&。
嗟
乎
、
'
境
以
(、
%得
聞
耳
。
遂
)處
*
+、
得
,本
、
-
.衣
盂
、
命
工
刊
石
、
使
境
重
興
、
以
久
留
傳
不
/矣
。
時
大
金
大
定
二
十
九
年
八
十
五
日
。
會
善
寺
0居
嗣
1沙
門
淨
2重
上
石
。
陵
普
照
比
丘
廣
眞
書
。
嵩
陽
高
澄
刊
。
（
西
京
永
縣
熊
耳
山
空
相
寺
持
傳
法
吉
3大
師
賜
紫
釋
有
挺
撰
す
。
奉
議
4知
永
安
縣
事
王
5書
す
。
原 も
と
よ
り
夫
れ
大
法
界
中
に
、
支
6東
震
旦
の
大
國
宋
の
壽
山
、
其
の
最
高
妙
を
得
た
る
は
、
惟
れ
中
嶽
嵩
山
に
し
て
、
卓
然
と
し
て
7雲
の
表
に
聳
8す
。
林
巒
□
秀
、
四
季
の
嘉
木
岑
崟
た
り
。
羣
山
趨
揖
、
長
時
の
9
:
芬
;た
り
。
玉
鏡
の
珍
寶
、
輝
然
と
し
て
是
の
處
に
光
明
あ
り
、
岩
洞
の
泉
源
、
く
流
れ
て
千
古
澄
<た
り
。
谷
風
松
韻
、
時
に

の
聲
を
呼
ば
は
り
、
瑞
氣
3雲
、
晝
に
千
+の
境
を
=
と
ざ
す
。
是
れ
國
家
佛
戒
を
稟
う
け
、
>
中
天
玉
?崇

@の
領
Aの
地
に
し
て
、
宮
廟
の
Bな
り
。
是
こ
の
山
の
中
に
竹
林
寺
有
り
。
何
ぞ
之
を
知
る
か
。
古
傳
記
に
云
ふ
、
Cの
蜀
 法
D
是 こ
の
山
に
來
#し
、
長
安
5の
稠
桑
の
店 や
ど
に
て
一
梵
 の
盂
を
持
し
錫
を
E
に
な
ふ
に
逢
ふ
。
問
ひ
て
曰
く
、
「
上
人
胡 な
ん
ぞ
來
り
て
何
く
に
か
Fか
ん
と
欲
す
る
」
と
。
曰
く
、
「
嵩
嶽
の
景
を
雲
#せ
ん
」
と
。
曰
く
、
「
一
書
を
附
け
て
竹
林
寺
堂
中
の
上
座
に
與
ふ
べ
し
」
と
。
曰
く
、
「
我
久
し
く
聞
く
、
彼 か
の
刹 て
ら
は
是
れ
寺
に
し
て
羅

の
居
る
Bな
り
と
。
嘗
て
未
だ
其
の
因
を
聞
か
ざ
る
を
憾
む
。
高
論
の
開
發
せ
ら
る
る
を
聽
く
を
佇 ま
ち
て

す
す
み
去 ゆ
く
を
願
ふ
べ
し
」
と
。
曰
く
、
「
上
人
豈
に
聞
か
ず
や
吾
が
佛
當
年
靈
山
會
上
に
正
法
眼
Dを
以
て
大
迦
Gに
傳
;流
布
す
る
を
分
付
し
、
記
を
授
け
て
大
國
の

!・
賢
王
維
と
嵩
山
羅
漢
洞
（
H田
）
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臣
に
付
囑
し
、
外
を
興
崇
し
、
令
の
斷
す
る
無
き
を
。
の
大
菩
薩
・
天
龍
八
部
・
一
切
の
祇
に
敕
し
て
國
界
を
保
衞
せ
し
む
。
五
百
大
阿
羅
に
敕
し
て
、
滅
に
入
る
を
得
ず
し
て
、
長
へ
に
人
に
在
ら
し
む
。
天
上
供
ふ
る
に
赴
き
、
大
田
と
爲
す
。
今
の
	

・
の
眷
屬
を
將
ゐ
て
其
の
中
に
止
す
。
是 こ
の
寺
は
機
に
隨
ひ
て
或
ひ
は
隱
れ
或
ひ
は
現
は
れ
、
の
熟
せ
る

は
嘗 つ
ね
に
見
る
」
と
。
曰
く
、
「
今
日
未
だ
聞
か
ざ
る
こ
と
を
聞
く
を
得
た
り
」
と
。
書
を
接
つ
ぎ
分
衞
ゑ
し
て
行
く
。
法

嵩
に
來
至
し
、
人
に
問
ひ
て
曰
く
、
「
竹
林
寺
は
何
れ
の
か
是
な
る
」
と
。
答
へ
て
曰
く
、
但
だ
去
ゆ
き
て
嵩
嶽
寺
に
到
り
て
、
石
の
三
門
に
入
り
、
逍
遙
臺
に
登
り
て
之
を
め
ば
、
山
腹
是
な
り
」
と
。
嶽
寺
に
來
至
し
、
三
門
に
入
り
、
常
院
に
て
衆
に
禮
し
、
衣
盂
を
安
ん
じ
畢
は
り
て
、
問
ひ
て
曰
く
、
「
竹
林
寺
の
門
は
何
れ
の
處
よ
り
か
入
る
」
と
。
曰
く
、
「
我
等
嘗
て
是
の
寺
を
聞
く
も
、
未
だ
曽
て
見
る
を
得
ず
。
但
だ
山
腹
の
三
洞
深
邃
窮
ま
り
無
く
、
に
信
士
の
巖
に
沿
ひ
て
險
し
き
を
登
る
を
る
の
み
」
と
。
幸
い
に
寺
に
入
り
て
瞻 せ
ん

き
や
うす
る
を
得
、
又
た

	

の
釋
の
齋
に
赴
く
に
隨
ふ
も
、
三
銖
絹
を

ほ
ど
こす
を
得
た
る
に
因
り
て
、
心
に
愛
生
じ
、
覺
え
ず
身
は
巖
に
ち
、
境

す
べ
て
失
は
る
。
時
に
耆
年
の
曰
く
、
「
人
の
天
上
、
榮
顯
富
貴
は
、
眞
に
奇
の
物
に
し
て
之
を
山
嶽
に
積
む
。
し
是
れ
大
菩
薩
の
正
見
を
へ
、
曉
 明
了
、
に
應
じ
て
利
生
じ
、
授
用
自
在
な
る
に
非
ざ
れ
ば
、
心
は
常
に
欲
を
離
る
る
も
、
貪
染
愛
!を
示
現
す
。
心
は
圓
に
し
て
梵
行
す
る
も
、
患
有
る
を
示
現
す
。
心
は
常
に
"淨
な
る
も
、
生
死
に
#す
る
に
隨
ふ
を
示
現
す
。
心
は
佛
行
を
行
ふ
も
、
境
界
を
$順
す
る
を
示
現
す
。
心
は
證
を
取
る
無
き
も
、
深
く
禪
理
妙
%を
悟
る
。
或
い
は
然
る
が
如
か
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
&幻
境
の
物
を
分
か
つ
を
少
か
く
が
た
め
に
耽
染
し
、
愛

之
を
恃
み
、
'醉
漂
蕩
し
、
三
界
に
生
死
流
轉
し
、
更
に
□
暇
少
な
し
。
回
光
自
か
ら
照
ら
し
、
眞
實
の
妙
%を
究
む
る
も
、
大
患
障
と
爲
り
、
此
に
(る
は
莫
き
な
り
。
汝
今
出
家
の
上
人
た
り
。
寺
の

	

と
同 と
も
に
天
)の
供
*を
授
け
ら
れ
、
事
は
小
に
非
ず
。
何
の
故
に
か
未
だ
俗
に
流
れ
物
を
愛
し
む
の
心
を
除
か
ざ
る
。
唯
だ
に
竊
か
に
圓
頂
を
+し
て
戒
律
の
章
條
の
重
き
を
犯
す
の
み
な
ら
ず
、
亦
た
乃
ち
自
ら
眞
心
の
妙
%を
昧 む
さ
ぼり
、
吾
が
門
を
,
け
が
す
こ
と
の
何
ぞ
多
き
や
。
今
此
の
天
絹
は
亦
た
汝
の
用
ひ
る
物
に
非
ず
。
當
に
至
	に
獻
ず
べ
し
。
頗
る
佳
た
り
」
と
。
法

さ
に
表
-す
る
に
、
時
に
明
皇
位
に
在
り
て
、

恩
も
て
撫
問
し
、
倍
ま
す
宣
賜
を
加
ふ
。
爾
後
、
巖
洞
の
境
光
明
に
し
て
、
今
に
至
る
ま
で
、
求
む
れ
ば
應
現
愈
い
よ
多
し
。
院
)崇
政
、
檀
信
を
誘
掖
し
て
財
を
施
し
、
土
木
等
を
.ば
し
め
、
山
上
の
洞
樣
に
依
り
て
一
を
建
/せ
ん
と
欲
す
。
斤
斧
才 は
じ
め
て
興 も
ち
ふ
る
や
、
五
羅

0州
廬
氏
縣
の
1氏
の
家
に
詣
る
を
感
じ
、
&に
家
長
に
託
し
て
曰
く
、
「
嵩
嶽
寺
今
羅
洞
を
/る
。
汝
が
家
當
に
鐵
像
五
百
身
を
鑄
る
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
八
集
50
べ
し
」
と
。
氏
覺
め
、
人
を
し
て
寺
に
至
ら
し
む
る
に
、
果
し
て
工
を
興
し
て
洞
を
る
を
見
る
。
り
て
氏
に
報
じ
、
樂
然
と
し
て
五
百
余
を
鑄
施
す
。
像
り
て
、
隨
喜
の
信
士
の
家
は
、
各
お
の
香
幡
蓋
を
以
て
、
	に
依
り
て
經
從

接
し
て
り
て
洞
に
至
り
像
を
完
く
す
る
を
願
ふ
。
奉
安
の
	に
到
り
、
陳
・
蔡
二
善
友
、
袈
裟
五
百
余
條
を
挈 ひつ
さ
げ
て
至
り
、
像
身
に
披
掛
し
、
量
に
應
じ
て
齊
等
な
り
。
是 こ
こ
に
于 お
い
て
、
四
方
の
崇
信
、
一
た
び
春
の
首
に
至
り
、
香
も
て
供
え
り
、
駕


を
隘
し
と
す
。
燈
を
然
や
し
燭
を
燒
き
、
盤
も
て
品
饌
を

へ
、
供
す
る
こ
と

に
し
て
、
其
の
感
應
を
得
た
り
。
燈
未
だ
之
を
點
ぜ
ず
し
て
、
火
光
自
か
ら
然
も
え
、
齋

香
を
に
し
、
像
先
づ
現
は
る
。
是
の
洞
今
三
經


有
り
て
三
洞
を

か
た
どり
、
香
供
獻
す
。
施

齊
し
く
之
が
感
應
を
た
る
を
陳
べ
、
三
處
倶
に
有
り
。
夫
れ
境
無
邊
、
機
の
各
お
の
な
る
に
順
ひ
て
欺
く
無
し
。
目
を
縱
ほ
し
い
ま
ま
に
し
て
る
べ
く
も
、
昧
有
れ
ば
に
觸
る
る
も
見
る
莫
し
。
名
山
太
室
、
佛
刹
其
の
中
に
隱
現
す
。
凡
交
ご
も
參
じ
、
晝
夕
の
來

あ
い
ま無
し
。
登
り
て
香
火
に
め
ば
、
口
一
に
斯
の
境
の
光
明
を
た
り
と
稱
す
。
蓋
し
今
日
の
時
は
、
一
人
の

 ・
感
の
至
り
!す
る
な
り
。
伏
し
て
願
は
く
は
壽
無
疆
、
金
枝
玉
"の
長
く
#り
、
$
佛

同 と
も
に
興
り
、
金
輪
法
輪
竝
び
轉
じ
、
親
白
仙
族
同 と
も
に
固
盤
な
ら
ん
こ
と
を
。
維
こ
れ
文
武
賢
臣
、
皆
な
忠
烈
を
存
し
、
風
%ひ
雨
順
に
し
て
、
軍
民
康
安
、
四
&晏
'、
邦
(
)し
、
羣
生
性
を
遂
げ
、
三
*
長
く
+
さ
か
んん
な
ら
ん
こ
と
を
。
知
洞
の
悟
言
傳
を
金
石
に
記
し
、
永
久
に
,
す
た
る
る
こ
と
無
か
ら
ん
こ
と
を
丐
こ
ふ
。
有
挺
因
り
て
普
く
正
見
の
佛
行
を
缺
き
、
生
死
の
輪
轉
有
る
を
執
り
、
根
本
の
'淨
を
了
ら
ざ
る
の
爲
に
、
修
め
-み
て
之
を
圓
か
に
す
。
仍
り
て
佛
*の
眼
目
を
集
め
、
.ね
て
禪
宗
中
の
妙
旨
を
以
て
、
/し
て
明
證
を
作
な
す
。
一
切
を
し
て
悟
明
了
0、
根
本
'淨
、
正
見
佛
行
を
1足
し
、
大
菩
提
を
証
す
を
修
-せ
し
む
。
斯
に
曽
て
是 こ
の
寺
の
2の
白
3菴
に
4む
に
5り
て
、
將
に
十
年
に
な
ら
ん
と
す
。
時
に
親
し
く
境
の
光
明
殊
に
6れ
た
る
を
瞻
覩
す
。
不
思
議
の
事
、
筆
舌
の
窮
む
べ
き
に
非
ず
。
今
固 も
と
よ
り
敢
え
て
一
二
を
7
略
し
て
以
て
其
の
命
を
塞
ぐ
。
頌
に
曰
く
、
「
天
下
の
名
山
孰
れ
か
後
先
、
嵩
高
の
8は
混
元
の
2に
9は
る
。
凡
共
に
聚
ま
り
て
:ぞ
分
別
せ
ん
、
廟
刹
相
ひ
依
り
て
亦
た
混
然
た
り
。
蓬
島
の
三
山
根
固
か
ら
ず
、
;胥
の
一
境

堅
か
ら
ず
。
寶
光
の
玉
<
雲
=に
>
さ
さ
げ
、
春
色
の
峯
巒
曉
天
を
戴
く
。
幾
栢
倒
れ
て
生
じ
洞
谷
に
垂
れ
、
千
松
偃 ふ
せ
て
蓋
ひ
巖
巓
を
?ふ
。
登
り
て
香
火
に
臨
み
て
心
同 と
も
に
願
ひ
、
上
は
今
皇
の

年
を
@ふ
」
と
。
宋
崇
:元
年
、
壬
午
の
A十
B初
十
日
、
中
天
嵩
岳
寺
常
4院
2
4持
C崇
政
、
院
D
C法
應
、
知
洞
C悟
言
、
知
庫
C悟
0、
同
勾
當
修

C
□
用
、
'信
弟
子
焦
泰
財
を
施
し
て
字
を
刊
む
。
劉
友
諒
刻
。
王
維
と
嵩
山
羅
漢
洞
（
E田
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山
野

法
王
、
嘗
て
嵩
嶽
寺
に
び
て
此
の
を
見
る
。
兵
革
を
經
て
火
燒
毀
壞
し
、
荊
棘
の
中
に
弃
す
て
ら
れ
た
り
。
人
の
見
る

呵
嘘
す
る
も
、
以
て
辨
す
る
こ
と
し
。
あ
あ
、
	境
以
て

く
、
耳
に
聞
く
を
得
る
こ
と
き
を
る
。
遂
に
處
に

し
、
本
を
得
、
み
て
衣
盂
を
て
、
工
に
命
じ
て
石
に
刊 き
ざ
み
、
	境
を
し
て
重
ね
て
興
し
、
以
て
久
し
く
傳
を
留
め
て
え
ざ
ら
し
む
。
時
に
大
金
大
定
二
十
九
年
八

十
五
日
。
會
善
寺
居
嗣
沙
門
淨
重
ね
て
石
に
上
す
。
陵
の
普
照
比
丘
廣
眞
書
す
。
嵩
陽
の
高
澄
刊
む
。）
「
羅
洞
記
」
の
文
に
據
る
と
、
嵩
山
の
山
中
に
	竹
林
寺
が
あ
り
、
羅
が
ん
で
い
る
と
い
う
。
そ
の
寺
は
現
れ
た
り
え
た
り
し
、
機
の
熟
し
た
も
の
は
常
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
蜀
の
法
が
竹
林
寺
の
在
を
人
に
訊
ね
た
と
こ
ろ
、
「
嵩
岳
寺
の
三
門
に
入
り
、
逍
遙
臺
に
登
っ
て


す
る
と
山
腹
が
見
え
る
が
そ
の
あ
た
り
だ
」
と
言
わ
れ
る
。
嵩
岳
寺
に
至
り
、
常
院
で
訊
ね
る
と
、
「
寺
の
名
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
が
、
見
た
こ
と
が
な
い
」
と
言
わ
れ
る
。
こ
こ
で
	
竹
林
寺
は
極
度
に
祕
 さ
れ
て
い
る
。
ま
さ
に
オ
カ
ル
ト
（
隱
さ
れ
た
も
の
）
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
文
に
は
「
幸
い
に
	寺
に
入
り
て
瞻
!す
る
を
得
」
と
し
か
書
か
れ
て
お
ら
ず
、
ど
う
や
っ
て
法
が
	竹
林
寺
に
た
ど
り
"い
た
の
か
わ
か
ら
な
い
。
寺
に
入
っ
て
か
ら
は
、
五
百
羅
が
#釋
天
の
齋
に
行
く
の
に
同
行
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
#釋
天
の
齋
の
樣
子
も
詳
し
く
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
隱
す
こ
と
、
$ち
%寫
し
な
い
こ
と
で
、
よ
り
祕
性
を
高
め
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
文
か
ら
&況
を
掴
も
う
と
し
て
も
'靴
掻
痒
の
感
は
否
め
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
文
を
利
用
し
た
上
に
、
更
に
他
の
(料
を
も
參
照
し
て
書
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
『
嵩
書
』
卷
十
一
の
「
嵩
山
	竹
林
寺
示
現
」
の
條
に
は
、
法
が
寺
に
入
る
場
面
や
#釋
天
の
齋
の
場
面
が
生
き
生
き
と
%寫
さ
れ
て
い
る
。
)に
そ
の
部
分
を
引
用
す
る
。
法
至
嶽
寺
、
袖
書
登
臺
、
逢
一
老
人
訪
問
之
。
老
人
曰
、
「
隨
吾
手
看
」。
但
見
*雲
瑞
霧
、
梵
刹
崢
+、
金
碧
交
輝
、
天
,
散
-。
遂
趨
瞻
仰
、
有
二
童
子
來
.。
入
寺
、
參
禮
堂
中
上
座
、
投
書
問
)、
忽
見
天
使
持
書
、
#釋
/五
百
0
齋
。
須
臾
、
鐘
磐
齊
鳴
。
1

0
、
2錫
擲
盂
、
或
騎
3虎
、
或
乘
龍
象
、
皆
去
。
上
座
呼
法
乘
雲
、
同
到
天
門
。
#釋
出
.、
樂
作
、
昇
殿
布
齋
、
4三
銖
絹
、
5位
一
疋
。
法
執
絹
、
心
生
愛
6、
默
羨
奇
7。
忽
覺
身
-巖
、
天
宮
	寺
8失
、
絹
9在
袖
。
（
法

嶽
寺
に
至
り
て
、
書
を
袖
に
し
て
臺
に
登
る
に
、
一
老
人
の
之
を
訪
問
す
る
に
逢
ふ
。
老
人
曰
く
、
「
吾
が
手
に
隨
ひ
て
看
よ
」
と
。
但
だ
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瑞
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霧
、
梵
刹
崢

そ
う
こ
う
し
、
金
碧
交 こ
も
ご
も
輝
き
、
天
散
す
る
を
見
る
の
み
。
遂
に
趨
り
み
て
瞻
仰
す
れ
ば
、
二
童
子
の
來
り
ふ
る
有
り
。
寺
に
入
り
、
堂
中
の
上
座
に
參
禮
し
、
書
を
投
じ
て
問
ふ

つ
い
でに
、
忽
ち
天
使
書
を
持
ち
て
、
釋
の
五
百
	

に
齋
す
る
を
ふ
を
見
る
。
須
臾
に
し
て
、
鐘
磐
齊
し
く
鳴
る
。

	

を
る
に
、
錫
を

な
げ
うち
盂
を
擲
ち
、
或
ひ
は
虎
に
騎
り
、
或
ひ
は
龍
象
に
乘
り
て
、
皆
な
去
ゆ
く
。
上
座
法
を
呼
び
て
雲
に
乘
ら
し
め
、
同 と
も
に
天
門
に
到
る
。
釋
出
で
て
へ
、
樂
作 お
こ
り
て
、
殿
に
昇
り
齋
を
布 ほ
ど
こし
、
三
銖
絹
を

ほ
ど
こす
こ
と
、
位
一
疋
な
り
。
法

絹
を
執
り
て
、
心
に
愛
を
生
ぜ
し
め
、
默
し
て
奇
を
羨
む
。
忽
ち
身
は
巖
に
つ
る
を
覺
え
、
天
宮
・
寺

す
べ
て
失
せ
る
も
、
絹
は

ほ
袖
に
在
り
。）
法
が
嵩
岳
寺
に
い
て
逍
遙
臺
に
登
る
と
一
人
の
老
人
が
や
っ
て
來
て
、
「
私
の
手
の
方
を
見
な
さ
い
」
と
言
う
。
す
る
と
、
め
で
た
い
雲
霧
の
邊
り
に
寺
が
聳
え
、
金
と
碧
玉
が
輝
き
、
天
が
り
い
で
い
る
。
二
人
の
童
子
に
つ
い
て
寺
に
入
る
と
、
釋
天
が
五
百
羅

に
事
を
に
惠
む
よ
う
に
求
め
た
。
し
ば
ら
く
す
る
と
鐘
や
磐
の

が
一
齊
に
鳴
り
 き
、
五
百
羅
は
・
虎
や
龍
・
象
に
乘
っ
て
出
發
す
る
。
寺
の
上
座
が
法
を
雲
に
乘
ら
せ
て
天
門
に
至
り
、
釋
天
が
出
え
る
。
樂
が
演
奏
さ
れ
る
中
、
昇
殿
し
て
事
を
い
た
だ
き
、
天
絹
（
天
上
の
絹
）
を
施
さ
れ
た
と
こ
ろ
、
法
に
執
の
念
が
わ
き
、
珍
し
い
こ
と
が
!こ
る
こ
と
を
"む
氣
持
ち
が
お
こ
っ
た
。
そ
の
#端
、
巖
に
身
は
$ち
、
天
の
宮
殿
も
竹
林
寺
も
%え
失
せ
て
い
た
が
、
施
さ
れ
た
絹
は
袖
の
中
に
あ
っ
た
と
い
う
&變
譚
で
あ
る
。
嵩
岳
寺
に
い
て
か
ら
天
絹
を
施
さ
れ
る
ま
で
の
'寫
は
、
「
羅

洞
記
」
の
(文
で
は
殆
ど
省
略
さ
れ
て
い
る
。
(文
の
「
院
)崇
政
」
以
下
の
部
分
で
は
、
こ
の
法
の
&變
譚
を
基
に
、
洞
窟
に
五
百
羅

を
安
置
し
て
祀
る
こ
と
に
な
る
經
*が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
さ
ら
に
奇
跡
が
!こ
る
嵩
岳
寺
常
+院
の
院
)崇
政
は
檀
信
徒
か
ら
寄
付
を
,り
、
洞
窟
の
形
に
あ
わ
せ
て
お
堂
を
建
-し
始
め
る
。
そ
の
こ
ろ
、
.州
廬
氏
縣
の
/氏
の
0に
五
人
の
羅
が
現
わ
れ
、「
嵩
岳
寺
が
今
、
羅
洞
を
1っ
て
い
る
の
で
、
お
の
家
で
五
百
羅
を
鑄
1し
て
く
れ
」
と
2む
。
/氏
は
0か
ら
覺
め
て
、
嵩
岳
寺
に
人
を
3る
と
、
0
の
お
4げ
5り
、
羅
洞
の
建
設
に
取
り
か
か
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
/
氏
は
樂
し
ん
で
五
百
余
體
の
鐵
像
を
鑄
1し
た
。
像
を
奉
安
し
、
み
な
香
6を
手
向
け
た
が
、
蝋
燭
に
火
を
つ
け
な
い
の
に
火
が
自
然
と
點
っ
た
。
そ
れ
以
後
も
、
こ
の
境
の
地
は
人
の
機
7に
應
じ
て
現
わ
れ
た
り
隱
れ
た
り
し
た
。
(文
に
よ
れ
ば
、
撰
文

の
釋
有
挺
は
、
竹
林
寺
の
に
あ
る
白
8菴
（
9代
の
『
嵩
山
志
（
７
）』
の
白
8菴
の
條
に
は
「
在
竹
林
寺
。
釋
有
挺
:
王
維
と
嵩
山
羅
漢
洞
（
;田
）
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居
。
見
『
羅
洞
記
』
。
」
と
あ
る
）
に
ん
で
い
た
こ
と
が
あ
り
、
境
の
す
ば
ら
し
さ
を
眼
に
し
て
い
た
の
で
、
不
思
議
な
る
變
を
記
す
こ
と
に
し
た
と
い
う
。
時
に
宋
の
崇
元
年
（
１
１
０
２
）
十
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
は
金
の
大
定
二
十
九
年
（
１
１
８
９
）
の
重
刻
で
あ
る
。
文
の
	頭
か
ら
「
宋
崇
元
年
壬
午

十
初
十
日
、
中
天
嵩
岳
寺
常
院

持
崇
政
、
院

法
應
、
知
洞
悟
言
、
知
庫
悟
、
同
勾
當
修

□
用
、
信
弟
子
焦
泰
施
財
刊
字
。
劉
友
諒
刻
」
の
部
分
ま
で
が
原
に
あ
っ
た
文
字
で
あ
る
。
そ
し
て
「
山
野

法
王
、
嘗
嵩
嶽
寺
見
此
」
か
ら
「
時
大
金
大
定
二
十
九
年
八
十
五
日
。
會
善
寺
居
嗣
沙
門
淨
重
上
石
。
陵
普
照
比
丘
廣
眞
書
。
嵩
陽
高
澄
刊
」
ま
で
が
、
重
刻
の
經
お
よ
び
重
刻
に
携
わ
っ
た
人
々
の
名
を
記
し
た
部
分
、
ち
重
刻
の
際
に
付
加
さ
れ
た
部
分
で
あ
る
。
私
見
で
は
、
こ
の
は
も
と
も
と
羅
洞
か
竹
林
寺
に
あ
っ
た
と
考
え
る
。
し
か
し
、
兵
火
に
あ
っ
て
壞
れ
、
金
代
に
は
嵩
岳
寺
に
う
ち
て
ら
れ
て
い
た
と
文
に
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
の
原
刻
拓
（
剪
裝
本
で
は
な
く
套
本
で
あ
ろ
う
）
を
探
し
だ
し
、
そ
の
拓
本
を
も
と
に
新
た
に
を
立
て
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
『
嵩
陽
石
刻
集
記
』
に
は
「
崇
原
、
今
在
嵩
嶽
寺
砌
下
（
崇
の
原
は
今
嵩
嶽
寺
の
砌
の
下
に
在
り
）」
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
現
在
の
嵩
岳
寺
に
は
存
在
し
な
い
。
『
嵩
陽
石
刻
集
記
』
は
、
初
の
封
の
に
係
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
そ
の
時
代
に
は
原
が
ま
だ
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
嵩
岳
寺
に
は
二
つ
に
れ
た
重
刻
の
が
殘
っ
て
い
る
と
『
登
封
名
文
物
志
（
８
）』
や
『
嵩
山
志
』
に
書
か
れ
て
い
る
が
、
現
在
、
行
方
不
明
の
よ
う
で
あ
る
。
文
物
局
の
張
卿
氏
や
宋
瑞
氏
に
重
刻
の
の
 在
を
!ね
た
と
こ
ろ
、
法
王
寺
に
"ん
だ
と
い
う
噂
が
あ
る
が
、
 在
が
つ
か
め
て
い
な
い
と
い
う
。
四
、
蕭
居
士
の
修
行
し
た
洞
窟
は
「
羅
洞
」
か
「
羅
洞
記
」
の
文
か
ら
#の
こ
と
が
わ
か
る
。
①
竹
林
寺
の
洞
窟
の
修
$を
嵩
岳
寺
が
行
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
竹
林
寺
と
嵩
岳
寺
は
關
係
が
深
い
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
嵩
岳
寺
常
院
の

持
と
院
の
名
に
續
い
て
「
知
洞
悟
言
」
と
あ
る
。
知
洞
と
は
洞
窟
を
つ
か
さ
ど
る
の
意
で
あ
ろ
う
。
と
す
る
と
、
洞
窟
は
嵩
岳
寺
の
管
%で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
②
蜀
の
法
&が
梵
に
對
し
て
「
我
久
し
く
聞
く
、
彼 か
の
刹 て
らは
是
れ
寺
に
し
て
羅
の
居
る
 な
り
と
」
言
う
場
面
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
後
で
'べ
ら
れ
る
羅
示
現
の
た
め
の
伏
線
で
あ
ろ
う
。
文
に
引
か
れ
た
古
傳
記
の
作
(が
、
法
&を
し
て
「
羅
が
居
る
」
と
言
わ
し
め
て
い
る
の
は
、
寺
を
祕
)す
る
た
め
の
眩
惑
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③
洞
窟
に
羅
像
が
置
か
れ
た
の
は
、
法
が
眼
に
し
た
變
譚
と
、
羅
が
氏
の
に
現
れ
る
と
い
う
奇
跡
譚
に
因
る
も
の
で
、
崇

元
年
（
１
１
０
２
）
の
こ
と
で
あ
る
。
④
遲
く
と
も
、
法
が
羅
示
現
を
體
驗
し
た
代
ま
で
に
は
、
	竹
林
寺
は
	境
の
地
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
寺
域

の
洞
窟
も
ま
た
	境
と
識
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
竹
林
寺
に
「
	」
の
字
を
冠
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。
⑤
洞
窟
が
「
羅
洞
」
と
名
付
け
ら
れ
た
の
は
、
嵩
岳
寺
が
洞
窟
の
修
を
行
な
っ
て
以
後
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
「
羅
洞
記
」
の
記
や
實
地
査
に
よ
る
洞
窟
の
況
を
踏
ま
え
て
考
え
る
と
、
蕭
居
士
の
修
行
し
た
洞
窟
が
現
在
の
羅
洞
で
あ
っ
た
可
能
性
が
極
め
て
高
い
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
の
四
點
が
げ
ら
れ
よ
う
。
一
、
嵩
岳
寺
か
ら
い
場
に
あ
り
、
嵩
岳
寺
の
庵
室
に
ん
で
い
た
と
思
わ
れ
る
蕭
居
士
の
修
行
の
地
と
し
て
便
利
で
あ
る
こ
と
。
二
、
宋
代
に
嵩
岳
寺
が
洞
窟
を
修
し
て
い
る
が
、
蕭
居
士
の
時
代
も
嵩
岳
寺
と
關
係
の
深
い
場
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
。
三
、
蕭
居
士
の
時
代
に
は
五
百
羅
が
置
か
れ
て
は
お
ら
ず
、
信
が
う
場
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
居
士
が
靜
か
に
修
行
で
き
る
場

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
。
四
、
洞
窟
は
頂
上
ま
で
續
い
て
い
る
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
奧
深
く
、
王
維
が
「
深
洞
」
と
詠
む
に
相
應
し
い
洞
窟
で
あ
る
こ
と
。
五
、
結
語
王
維
が
「
深
洞
長
松
何
有
」
と
詩
に
詠
ん
だ
「
深
洞
」
、
そ
れ
は
嵩
岳
寺
の
後
方
の
太
室
山
中
に
あ
る
、
宋
代
以
後
に
羅
洞
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
洞
窟
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
俗
弟
の
乘
如
と
と
も
に
嵩
岳
寺
の
庵
室
で
居
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
蕭
居
士
で
あ
る
が
、
出
家
の
身
で
は
な
い
の
で
、
修
行
の
場
面
で
は
乘
如
と
は
行
動
を
共
に
し
て
い
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
あ
る
い
は
、
洞
窟
と
嵩
岳
寺
の
行
き
來
は
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
蕭
居
士
は
洞
窟
で
一
人
生
活
し
て
い
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
嵩
岳
寺
か
ら
け
る
範
圍
の
洞
窟
は
、
格
好
の
修
行
場
で
あ
っ
た
に
い
な
い
。
ま
た
そ
こ
は
、
人
も
余
り
寄
り
つ
か
な
い
幽
邃
の
地
で
あ
り
、
な
お
か
つ
	境
の
地
と
識
さ
れ
て
い
た
場
で
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
本
稿
に
お
い
て
「
深
洞
」
は
羅
洞
で
あ
る
と
結
論
づ
け
る
と
、
拙
論
「
王
維
の
乘
如
禪
師
に
寄
せ
た
詩
と
そ
の
邊
（
下
）」
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の
讀
の
中
に
は
、
「
深
洞
長
松
何
有
」
に
續
く
「
儼
然
天
竺
古
先
生
」
は
羅
像
で
は
な
い
か
、
と
疑
念
を
も
た
れ
る
方
が
お
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
「
古
先
生
」
は
天
竺
に
渡
っ
て
佛
と
な
っ
た
老
子
を
指
す
語
で
あ
り
、
羅
と
解
釋
す
る
こ
と
は
無
理
で
あ
る
。
ま
た
、
羅
像
が
置
か
れ
た
の
は
宋
代
の
崇
元
年
（
１
１
０
２
）
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
は
修
行
に
相
應
し
い
場
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
法
が
な
ぜ
洞
窟
で
羅
の
示
現
を
眼
に
し
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
「
白
居
易
が
詠
ん
だ
嵩
山
の
蹟
に
つ
い
て
」
（
「
中
國
文
史
論
叢
」
第
六
號
（
中
國
文
史
	究
會
、
二
〇
一
〇
年
三

刊
行
予
定
）
で
論
じ
た
。
そ
こ
で
は
更
に
、
白
居
易
が
嵩
山
の
五
物
を
見
て
詠
ん
だ
「
山
中
五
句
」
の
第
五
首
「
洞
中
蝙
蝠
」
の
洞
窟
が
、
現
在
の
羅
洞
で
あ
る
こ
と
も
考
證
し
た
の
で
、
合
わ
せ
て
御
覽
い
た
だ
け
れ
ば
幸
で
あ
る
。
最
後
に
な
っ
た
が
、
二
〇
〇
九
年
の
嵩
岳
寺
・
三
庵
・
羅
洞
の
査
に
お
い
て
は
、
河
南
省
嵩
陽
景
管
理
局
長
の
李
慶
氏
、
中
國
國
際
行
の
張
東
昇
氏
に
大
變
お
世
話
に
な
っ
た
。
ま
た
登
封
市
文
物
局
文
物
科
長
の
張
卿
氏
、
登
封
市
文
物
勘
探
長
の
宋
瑞
氏
か
ら
は
文
物
に
關
す
る
示
を
得
た
。
記
し
て
鳴
謝
申
し
上
げ
る
。
【
】
（
１
）
『
嵩
岳
文
獻
叢
刊
』
は
四
冊
。
中
州
古
出
版
、
二
〇
〇
三
年
。
（
２
）
故
宮
物
院
『
故
宮
珍
本
叢
刊
』
第
二
五
三
册
（
南
出
版
、
二
〇
〇
一
年
）
に
據
る
。
（
３
）
こ
の
「
蜀
法
相
」
は
、
後
で
引
用
す
る
「
羅
洞
記
」
や
『
嵩
書
』
卷
十
一
の
「
嵩
山
竹
林
寺
示
現
」
な
ど
で
は
「
蜀
法
藏
」
に
な
っ
て
い
る
。
（
４
）
河
南
人
民
出
版
、
二
〇
〇
七
年
。
（
５
）
（１
）

書
第
一
冊
に
據
る
。
（
６
）
四
庫
書
本
に
據
る
。
（
７
）
（１
）

書
第
二
冊
に
據
る
。
（
８
）
河
南
省
登
封
縣
地
方
志
纂
委
員
會
、
一
九
八
五
年
。
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王
維
と
嵩
山
羅
漢
洞
（
田
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圖
１
三
庵
の
磚
（
左
は
佛
殿
、
背
景
は
太
室
山
）
圖
２
羅
洞
の
洞
口
び
そ
の
上
の
重
巖
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
八
集
58
圖
３
羅
洞
よ
り
外
を
見
る
